
令和４年度 松本市森林再生市民会議 第１回 運営委員会 

次  第 

 

日時：令和４年８月３日（水） 

１７：００～１９：３０ 

会場：松本市勤労者福祉センター 

３-２会議室 

１ 開  会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 委員長あいさつ 

 

４ 委員の紹介 

 

５ 事務局職員の紹介 

 

６ 会議事項 

⑴ 松本市森林再生市民会議の目的について   ・・・資料 1 

⑵ ３か年の計画について               ・・・資料 2 

⑶ 今年度のスケジュールについて ・・・資料３ 

 ⑷ イベントについて            ・・・資料４ 

ア 第１回、第２回のイベントの企画案 

イ 第１回、第２回のイベントの担当運営委員（各回３名程度）選出 

ウ 講師案（運営委員の中から、または外部講師を別途依頼） 

⑸ ＰＲ方法について 

 

７ 今後の日程 

 

８ そ の 他 

 

９ 閉  会 



 松本市森林再生市民会議の目的について 
 

 〇 松本市森林再生市民会議運営委員会設置要綱 

令和４年７月２８日 

松本市告示第３６５号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市の森林が未来にあるべき姿や将来の方向性を示す松本市森

林長期ビジョンを策定するため、松本市森林再生市民会議運営委員会（以下「委員

会」という。）を設置することについて、必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

⑴ 松本市森林長期ビジョンの策定に関すること。 

⑵ 市民と森林との距離を縮めるためのイベント等の企画及び運営に関すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。 

（組織） 

第３条 委員会は、概ね１０人の委員をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

⑴ 林業関係者 

⑵ 有識者 

⑶ 公募者（市内に住所を有する者に限る。） 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から松本市森林長期ビジョンが策定されるまでの間

とする。 

（役員） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の中から市長が指名する。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

２ 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことがで

きる。 

（部会） 

第７条 委員会は、イベント等の詳細事項を検討するため、部会を置くことができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、環境エネルギー部森林環境課において処理する。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附  則 

この告示は、令和４年７月２８日から施行する。 

資料１ 



松本市森林再生市民会議

イベント運営委員
イベント毎に市民会議運営委員から
３名選出
イベントの詳細を決める。

フォーラム運営委員
市民会議運営委員から３名選出
フォーラムの詳細を決める。

森林長期ビジョン
「松本の森林が未来にあるべき姿、将来の方向性」を示す基本方針

市民会議運営委員会
市民、林業関係者、有識者など１０名程度で構成され、
年３回程度開催し、ビジョン策定に向けたイベント、
フォーラムを企画する。

イベント
～市民と森を近づけ、森林への理解を

深める～
内容・・・森林、林業、まちなかの緑を通じた

イベント（林業木工狩猟体験、流通利用
見学、体験、自然観察など）

回数・・・年3～５回程度
参加者・・市民各回３０名程度

フォーラム
～市民の声を反映したビジョンを策定する～

内容・・・年間を通じたイベントで得た市民の
声を基に、将来あるべき森林の姿を
考える。

回数・・・毎年度末１回
参加者・・市民５０名程度



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

市民会議運営委員会

イベント運営委員
打ち合わせ

イベント

フォーラム運営委員
打ち合わせ

フォーラム

市民の森林・林業に対する
意識の醸成

 ～ビジョン策定に向けて、イベン
トを重ねて市民が"あるべき森林
の姿”をイメージできるように意
識を醸成する～

3か年の計画について

イベント設営
　　　　業務委託

ビジョン策定
　　　　業務委託

令和４年度 令和５年度 令和６年度

①基礎調査(社会的特性、自然環境、経済調査、

木材流通等)、②既存他地域の参考施策調査、

③市域の地区別分析、評価、④意見集約の補

助

①ビジョン素案の作成、②基礎調査を基に作成し

た資料を運営委員会等へ提示、③上位計画との整

理、④関係事業者や有識者へのヒアリング、⑤意見

集約の補助

①ビジョン案の作成、②基本施策の提示、③実現

手法の検討、④中長期整備目標提案、⑤ビジョン

推進体制の提案、⑥意見集約の補助

現場設営、チラシ等作製、

バナー広告等

森
林
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

現場設営、チラシ等作製、

バナー広告等

現場設営、チラシ等作製、

バナー広告等
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市民会議運営委員会 ① ② ③

イベント運営委員
打ち合わせ ① ② ③

イベント ① ② ③

フォーラム運営委員
打ち合わせ ①

フォーラム ①

今年度のスケジュールについて

イベント設営
　　　　業務委託

ビジョン策定
　　　　業務委託

委員選定

業者選定 委託期間

業者選定(プロポーザル方式) 委託期間～Ｒ６(債務負担)

現場設営、チラシ等作製、バナー広告等

〇基礎調査(社会的特性、自然環境、経済調査、木材流通等)

〇関係事業者や有識者へのヒアリング 〇既存他地域の参考施策調査

〇市域の地区別分析、評価 〇意見集約の補助

資料３



 

 

イベントについて 

No 項目 内容 

１ 

 

 

⑴ 

森林超初心者を対象とした目先が

少しだけ変わった次世代を意識し

たイベント 

林床・林縁の草刈り２.０ 

 

 

 

１ 内容 

従来の一律な草刈りから選択的除草をしながら，美しい在来種を保全する草刈り

へ。在来種で作ったフラワーアレンジメントなども同時に行う。←美鈴湖のキャンプ

場でも良い例が見られる 

２ 講師案： 泉健司 ガーデナー(東京)biotope garden主http://biotopegarden.jp/ 

近年の仕事では，白馬八方尾根スキー場の夏季施設としての在来種ガーデン，芝公

園の生態ガーデン，栂池高原在来種の草地づくり，世田谷トラストでの生き物の住む

庭づくりなど。 

生態的な知識や詳細な植物の知識を活かしつつ，美しい空間づくりを得意とする。 

掲載メディア，造園学会誌・Landscape Designなど。 

 

１ ⑵ 都市林業２.０ 

 

１ 内容 

従来の木材生産的な体験ではなく，都市の中で市民の安全な生活や美しい街の美観の

ために剪定や伐採をされた木材を使った身近な木工。小さな伐採でも行き先が見える林

業。グリーンウッドワークも視野に。←公園の木の整備（伐採）などの見学を行う。伐

採木の小さな製材と小さな木材の活用。 

２ 講師案：湧口善之 建築士（東京）一社）都市森林プロジェクト代表など 

https://www.toshiringyou.com/ 

街の木を活かす 都市森林プロジェクトを手がけ，都市内で伐採や剪定される樹木を

資料４ 



 

 

様々に利用して，街の木のナラティヴを広げていく街づくりを実行している。 

テレビ出演，林業及びランドスケープ専門誌への掲載多数。 

 

１ ⑶ ジビエ２.０ １ 内容 

従来の動物の解体は，小さな子供には刺激が強すぎる側面もあることや，解体した

肉の安全性などの問題もあるため，まずは鹿皮の小さな皮細工やカモなどの羽を使っ

た小物作りからジビエに親しみを持ってもらう。←女性猟師の方が，どの様に自分の

狩の成果を生活に生かしているか知る。 

２ 講師案：向井 美菜 猟師（長野県）高山村https://www.facebook.com/mina.mukai.5 

女性の猟師。自分自身でも解体をする。皮はなめしてワークショップで使う。「人

間の都合でいただいた命。無駄にしたくないんです」と言う言葉が示す様に，仕留め

た動物を隅々まで利用し，啓発活動を続けている。 

掲載メディア，テレビ出演，雑誌サライなど多数。https://serai.jp/gourmet/380621 

 

２ 森の楽しみ方を知ろう！ １ 対象:全年齢 

２ 内容: 

・１回目 身近な公園にある樹木の特徴や違いを知るツアー 

     チェーンソー体験、薪割り体験 

     伐採した木の行き先を知るお話し 

     焚き火会 

・２回目 高原ハイキングツアー  キノコ採り  

     森と川についてのお話し 川の水を濾過体験 

     山ご飯 (キノコと地元食材でご飯作り) 

     焚き火の会  

 

https://www.facebook.com/mina.mukai.5
https://serai.jp/gourmet/380621


 

 

 

３ 場所: 

・１回目 公園 アルプス公園・城山公園など森がある場所 

・２回目 乗鞍高原 

 

３ 里山で学ぶ １ 目的 里山で植物、動物、昆虫、生態などを学び、感じる。 

２ 場所 美鈴湖周辺森林 

３ 集合 美鈴湖駐車場（自転車競技場Ｐ） 

４ 内容 散策しながら講師の話を聞く 

行程：美鈴湖駐車場Ｐ～マレットゴルフ場～慰霊塔～美鈴湖～Ｐ 

距離Ｌ=３㎞ 高低差Ｈ=１３０m（２～３時間） 

４ 林業を知る 

カラマツ伐採状況、植栽箇所見

学 

１ 目的 カラマツ林の伐採作業と昨年度植栽した現場を見学し、「伐って、使っ

て、植えて、育てる」の森林の循環を学ぶ。 

２ 場所 奈川(川浦)市有林 

３ 集合 奈川支所または梓川支所からマイクロバスで移動 

４ 内容 昨年度植栽地（奈良部）へ移動し講師より説明 

伐採作業、林業機械見学、（来年度なら夏期下刈り体験） 

奈川支所または現地にて昼食（おにぎり持参、キノコ汁 or 豚汁振る舞

い？） 



 

 

５ 木材利用見学ツアー １ 目的 木材の利用を知る 

２ 見学箇所（案） 

⑴ 中信木材センター（木材市場） 

⑵ 林友ハウス工業（製材所） 

⑶ 信州Ｆパワープロジェクト（木質バイオマス発電所） 

安曇野バイオマスエネルギーセンター【エア・ウォーター】（ 〃 ） 

⑷ 竜島温泉（木質チップボイラー） 

 

６ 狩猟体験 １ 目的 鳥獣害被害と人との共生を図るには・・・鳥獣の実態を知る 

２ 内容 わな設置状況見学、動物の足跡、フン、食痕から行動をうかがう 

     解体見学、ジビエ試食会、クマ被害と共生、鳥獣防護柵修繕体験 

３ 場所 市内山林 

 

７ その他 木工体験  「四賀環境学習の森」 

木工体験室、竹林、アカマツ林、散策、軽作業 

 

 

 


